
ご自宅に住宅用火災警報器の設置を！ 
　
国
の
消
防
法
改
正
に
よ
り 

●
新
築
住
宅
・
ア
パ
ー
ト（
5
0
0
㎡
未
満
）は
、平
成
１８
年
6
月
1
日
か
ら
義
務
化 

●
既
存
住
宅
・
ア
パ
ー
ト（
5
0
0
㎡
未
満
）は
、平
成
２３
年
6
月
1
日
ま
で
に
設
置
義
務 

　
こ
れ
に
と
も
な
い
、
勝
山
市
で
は
条
例
に
よ
り
、
一
般
住
宅
や
ア
パ
ー
ト
へ
の
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
（
器
具
、
設
置
に
か
か
る
費
用
は
自
己
負
担
）
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。 

　
火
災
に
よ
る
大
事
故
を
防
ぎ
、
ご
自
身
や
大
切
な
家
族
の
命
を
守
る
た
め
に
も
、
取
り

付
け
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

※
消
防
職
員
や
消
防
団
員
は
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
を
販
売
ま
た
は
斡
旋
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
悪
質
な
訪
問
販
売
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

（設置例） 

（平屋建住宅） 
寝室が一室のみの場合 

　これまでの携帯電話からの119番通報は、勝山市からの通報でも一旦、大
野市消防本部などの近隣代表消防本部で受信し、その後、勝山市消防本部へ転
送されて受信していましたが、2月1日からの試験運用を経て、3月1日から
直接勝山市消防本部で受信できる『直接受信方式』になりました。 
※携帯電話から119番通報する場合の注意事項 
1．運転中の場合は、電波状態の良い安全な場所に停車した上で通報してくだ
さい。また、市境付近からかけた場合など、電波の状態によっては近隣の消
防本部に通報がいく場合があります。その場合は管轄消防本部へ転送します
ので、携帯電話を切らずにお待ちください。 
2．場所がわからないときには、付近の交差点や通りの名前・店舗の名称など
を確認するか近くの人に聞くなどして、場所を確かめて通報してください。 
3．消防署から状況確認等の電話をかけ直すことがありますので、通報後は携
帯電話の使用を控え、また電源を切らないでください。 

勝山市消防署　予防課　188－0400（内線42・43） 

寝室 居室 

（2階建住宅） 
寝室が１階に一室のみの場合 

寝室 居室 

居室 居室 

廊
下 

（2階建住宅） 
寝室が2階に一室のみの場合 

居室 

は、住警器を示す 

居室 居室 

居室 寝室 

廊
下 

住宅防火  いのちを守る  7つのポイント 
― 3つの習慣・4つの対策 ― 

3つの習慣 
○寝たばこは、絶対やめる 
○ストーブは、燃えやすいものから離れた位
置で使用する 
○ガスコンロなどのそばを離れるときは、必
ず火を消す 
4つの対策 
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器
などを設置する 
○寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎
製品を使用する 
○火災を小さいうちに消すために、住宅用消
火器などを設置する 
○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、
隣近所の協力体制をつくる 

全国統一標語 
「あなたです　火のあるくらしの　見はり役」 

勝山市統一標語 
「消したつもり　つもりはだめだ!　かくにんだ！」 

3月20日（月）～26日（日） 
春の火災予防運動 春の火災予防運動 市

民
対
話
集
会 

「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
」
に
つ
い
て
対
話 

未
来
創
造
課（
1
内
線
2
3
1
） 

通報処理をより迅速に！『代表受信方式から、直接受信方式へ』 通報処理をより迅速に！『代表受信方式から、直接受信方式へ』 
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地区の伝統を後世に
若猪野の左義長

伝統文化の継承活動が認められ全国表彰
北谷町まちづくり推進協議会が

「第5回むらの伝統文化顕彰」受賞
農山漁村の伝統文化を受け継ぎ、まちの活性化への取り
組みに対して贈られる「むらの伝統文化顕彰」に、サバの
なれずしの商品化や谷のお面さん祭りなどに取り組んでい
る北谷町まちづくり推進協議会（斎藤節治会長）が選ばれ、
2月22日、東京都のイイノホールで表彰されました。
同協議会は、市が進めるエコミュージアム推進計画に沿
ってまちづくりを進める団体の一つで、地区に伝承される
サバのなれずしの商品化や作り方講習会を通じてそのＰＲ
にも力を入れています。また、アワやヒエの栽培も手掛け
るほか、2月に営まれている「谷のお面さん祭り」では、
神事のほかに、地元の小学校と協力して地区内に雪像を作
り、訪れる人々を楽しませています。また、長年途絶えて
いた「谷のはやし込み」も数年前に復活させ、毎年8月に
は、たくさんの観光客で山里をにぎわせています。表彰は、
これらの積極的な活動が認められたものです。
2月23日には、同協議会会長代理の安岡邦雄さんが山

岸市長へ受賞の報告に訪れ、「表彰は活動を続けてきた者
にとって励みになります。これからも食と文化の継承にさ
らに力を入れたい」と受賞の喜びとともに、これからの意

気込みを話されていまし
た。山岸市長も「人々に注
目されているということは
大変いいことです。これか
らもそれを胸にがんばって
ください」と、エールを贈
りました。

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
、
市
青
年
団
体
連
絡
会

（
白
崎
由
浩
会
長
）
は
、
2
月
１８
日
、
本
町
に
あ
る
旧
料
亭

「
花
月
楼
」
で
、
落
語
寄
席
と
お
座
敷
遊
び
の
作
法
を
学
ぶ

「
粋
　
セ
ピ
ア
色
の
想
ひ
で
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
花
月
楼
は
、

明
治
時
代
に
建
て
ら
れ
た
老
舗
の
料
亭
と
し
て
営
ま
れ
て
い
ま

し
た
が
、
７
年
前
に
閉
店
。
現
在
は
、
建
物
前
に
あ
る
「
し
だ

れ
桜
」
が
市
民
ら
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

同
連
絡
会
で
は
、
昨
年
完
成
し
た
大
清
水
広
場
と
と
も
に
、

こ
の
歴
史
的
に
貴
重
な
建
物
と
そ
の
雰
囲
気
を
多
く
の
か
た
に

知
っ
て
も
ら
い
、
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
こ
う
と
こ
の
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
も
の
で
、
当
日
は
市
内
の
若
者
ら
約
５０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

第
１
部
は
、
福
井
市
出
身
の
真
打
ち
、
林
家
鉄
平
さ
ん
が

「
高
砂
や
」
な
ど
の
落
語
を
熱
演
し
、
そ
の
軽
妙
な
語
り
口
で

会
場
を
大
い
に
沸
か
せ
て
い
ま
し
た
。
第
2
部
で
は
、
地
域
の

文
化
芸
能
に
詳
し
い
市
文
化
財
保
護
委
員
の
丸
屋
仁
志
さ
ん

（
本
町
１
丁
目
）
が
、
歴
史
講
演
と
酒
席
で
の
マ
ナ
ー
や
お
座

敷
芸
の
「
に
わ
か
」
を
披
露
し
、
参
加
者
し
た
若
者
ら
は
興
味

深
そ
う
に
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

趣
旨
に
賛
同
さ
れ
た
本

町
１
丁
目
の
中
村
吉
男

さ
ん
も
、
所
有
す
る
建

物
を
提
供
さ
れ
て
女
性

対
象
の
落
語
会
を
開

き
、
集
ま
っ
た
約
１
0

0
人
の
参
加
者
は
鉄
平

さ
ん
の
落
語
に
聴
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

同
連
絡
会
で
は
、
4

月
に
は
花
見
会
な
ど
の

催
し
も
計
画
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

古
き
良
き
時
代
を
知
り
、
い
ま
に
生
か
す

旧
料
亭
「
花
月
楼
」
で
、

落
語
独
演
会
と
お
座
敷
作
法
を
学
ぶ

2月14日、若猪野地区で古来より続けられている左義長が
行われました。
かつては、市内の各地区で盛んに行われていた左義長も、戦
後になると時代の変遷とともに廃れていきましたが、同地区で
は、「地区の歴史と伝統を後世に伝えて行きたい」と、毎年2
月14日に火の神の祭りとして変わらず営まれています。
ご神体は、前日に区内の各家々から集められたわらを使って、
地区内の農道に一日がかりで約5ｍの高さに建て上げられまし
た。本体にはその年に生まれた長男を祝い「扇」を長女には
「ツヅミ」を飾りつけ、子どもたちの書初めも吊るされました。
14日、夜7時過ぎの辺りが真っ暗になったころ、大人たち
がたいまつでご神体に火を放とうとすると、集まった子どもた
ちがその火を消し止めようとする「攻防」も繰り広げられまし
た。この火消しは昔から地区の子どもたちの楽しみでもあった
そうです。
火の祭典がクライマックスを迎えたころ、見物に訪れた区民
らは家から持ち
寄ったお餅を思
い思いに火にか
ざして焼き、時
折降る雨の中、
今年一年の無病
息災を祈りなが
ら口にほおばっ
ていました。

若猪野地区で現在も行われている左義長

旧料亭「花月楼」で開かれた落語独演会

谷のはやし込み行列

2
月
２８
日
に
、
教
育
会
館
に
お
い
て
、

「
市
民
と
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
ー
ま
ち
づ

く
り
交
付
金
事
業
」
を
テ
ー
マ
に
、
対
話

集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

集
会
で
は
中
心
市
街
地
の
整
備
箇
所
や

整
備
イ
メ
ー
ジ
、
市
民
交
流
広
場
周
辺
計

画
、（
仮
称
）
お
り
も
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

の
計
画
案
が
提
示
さ
れ
、
そ
の
概
要
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
市
街
地
の
伝
統
的
建
築
物
の
分

布
状
況
を
示
し
、
歴
史
的
な
景
観
を
も
つ

建
物
が
多
数
残
っ
て
い
る
こ
と
を
再
認
識

し
、「
歴
史
的
ま
ち
な
み
景
観
創
出
補
助

制
度
」
に
よ
り
、
今
以
上
の
う
る
お
い
あ

る
ま
ち
な
み
整
備
を
進
め
た
い
旨
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
駅
前
広
場
な
ど
の
整
備
で
は
、

大
正
ロ
マ
ン
を
残
す
こ
と
を
テ
ー
マ
に
、

勝
山
の
玄
関
口
と
し
て
の
整
備
に
あ
た
り

た
い
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
市
民
か
ら
は
、「
市
民
交
流

広
場
と
中
央
公
園
と
の
あ
り
方
や
大
型
行

事
な
ど
の
駐
車
場
確
保
問
題
」
や
「
歴
史

的
建
築
物
の
補
助
要
件
に
勝
山
産
材
料
を

使
用
す
べ
き
」

な
ど
多
数
の
意

見
が
出
さ
れ
、

市
長
は
十
分
に

検
討
す
る
旨
の

意
向
を
示
し
ま

し
た
。
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冬の伝統食「サバの
なれずし」の仕込み

市民から自由な意見や提案が示
される対話集会


